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研究発表

「児童生徒が自ら気付き，考えて行動

できる授業づくりの推進」

広島県立呉特別支援学校江能分級

令和２年度までの研究の振り返り

自ら気付き，考えて行動できる授業づくり

～環境の構造化，スケジュールの構造化

及び指導法の構造化を通して～

令和２年度までの研究内容

育てたい資質・能力
を踏まえた指導の
計画を立て，実践及
び評価を行った。

○自ら要求する，生
徒同士で考える，
意欲的に活動する
姿

△個々の障害特性
に応じた手立ての
工夫

＜１年次＞ ＜２年次＞ ＜３年次＞
切れ目のない教材・
教具の開発を通して
実践及び評価を行っ
た。

○状況に応じて自ら
どう行動すべきか
考えて動く姿

△思考力・判断力・
表現力等を高める
指導の工夫

学校全体で環境の
構造化，スケジュー
ルの構造化及び指
導法の構造化を踏
まえて授業実践を
行った。

児童生徒が自ら気
付き，考えて行動す
ることができたかど
うか？

※○は成果，△は課題

研究の視点

自ら気付き考えて行動する姿を引き出すため
に３つの構造化の手立ては有効であるか？

どこ(場所)で
何(教材)をす
るのか見れば
分かる

本時の学習活動のやり方
が見れば分かる

その(日・単元・授
業)に何をするのか
見れば分かる

スケジュールの構造化

環境の構造化

指導法の構造化

１ ２ ３ ４

実施日
自己評価 他者評価

環 ス 指 環 ス 指

７月28日 ２ ４ ３ ２ ３ ３ ３ 3.8 3.8 3.4 3.4 3.5

７月29日 ２ ４ ４ ２ ２ １ 3.4 3.7 3.7 3.5 3.2 3.5

９月11日 ４ ３ ３ ２ ３ ３ 3.6 3.4 3.8 3.2 3.1 3.1

９月14日 ３ ■ ３ ３ ３ ３ 3.4 3.8 3.9 3.8 3.4 3.8

９月28日 ４ ２ ３ ２ ２ ２ 3.8 3.9 4.0 3.9 3.6 3.7

10月６日 ４ ３ ３ ３ ４ ３ 3.8 3.5 3.6 3.7 3.7 3.7

10月９日 ３ ３ ２ ２ ２ ２ 3.8 3.9 3.5 3.5 3.3 3.3

10月26日 ２ ３ ２ ２ ２ ３ 3.6 3.9 3.9 3.3 3.3 3.3

11月11日
12月18日

３ ３ ２ ２ ２ ２ 3.0 2.7 3.2 2.7 3.0 2.8

３ ４ ３ ３ ４ ４ 3.7 4.0 3.4 4.0 4.0 4.0

10名中３名Ｂ以上 10名中９名Ｂ以上

12月18日

環境の構造化

スペース(環境)を整備し，どこで何をするか見れば分かる

場所(空間)

○活動内容と場所を明確化する

物(教材・教具)

○使用する教材やワークシートは
大きさや様式等を工夫し，視覚
的に分かりやすくする
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https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.irasutoya.com%2F2016%2F12%2Fblog-post_526.html&psig=AOvVaw1nS86T0uHPMDyNF9X52Bk8&ust=1614410382780000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPCj38CBh-8CFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fkakaritsuke.co.jp%2F1771%2F&psig=AOvVaw3IBvqMi__X6PhwrcmAPqxE&ust=1614410684354000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPCru9aCh-8CFQAAAAAdAAAAABAN
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.irasutoya.com%2F2014%2F02%2Fblog-post_3417.html&psig=AOvVaw0zndpP_azXsKKGbdVqjlwX&ust=1614411876195000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPjEwY-Hh-8CFQAAAAAdAAAAABAO
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fabahaffy.com%2Fupdate%2F10133&psig=AOvVaw0aUyH2ScRnbg2aTWb5PwkI&ust=1614413186218000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCMCfq_uLh-8CFQAAAAAdAAAAABAO
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.irasutoya.com%2F2019%2F05%2Fpdca_4.html&psig=AOvVaw2EhWEhu1aNa_dv-iuzbIwZ&ust=1614412891436000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIichO2Kh-8CFQAAAAAdAAAAABAO


2

スケジュールの構造化

その単元，その日，その授業の流れが見れば分かる

流れの提示

○「目標」，「学習活動」，
「振り返り」の３つのカー
ドを学校全体で用いる

○「学習活動」の提示方法は，実態
に応じてパワーポイントやイラストで
の提示等，個別の工夫が見られた

○「学習活動」を生徒に書かせ
て読ませる，内容カードを児
童に貼らせるといった児童生
徒参加の提示方法

指導法の構造化

本時の学習活動のやり方が見れば分かる

手順書の提示

○個別に授業の必要
な場面で提示した

①

② ③

繰り返し学習

パターン学習

令和２年度までの研究の成果と課題

○３つの構造化についての定義の共有化
○指導法の構造化を踏まえた授業づくりの推進
○構造化の評価基準を明確にした学習評価

○学校全体で「環境の構造化」，「スケジュール
の構造化」，「指導法の構造化」を手立てとして
授業実践を行うことで，児童生徒が自ら気付き，
考えて行動する様子を引き出すことができた。

成果

課題

令和３年度 研究テーマ

自ら気付き，考えて行動できる
授業づくりの推進（１年次）

～江能分級版３つの構造化における指導・支援チェックリストと
『指導法の構造化授業評価シート』を用いて～

研究方法

○実践する指導法の構造
化において評価設定
○指導法の構造化につい
て授業評価シートで４段
階で評価
○前時の様子と比較

３つの構造化につい
ての定義を教職員で
より明確化かつ共有
化する。

３つの構造化につい
ての定義を踏まえて
指導・支援チェックリ
ストを作成する。

全教職員が，授業づ
くりシートに基づいて
一人１回研究授業を
行う。

授業づくりシート．チ
ェックリスト，授業評
価シートを活用し，成
果と課題を共有する。

授業づくりシートを作
成し，指導法の構造
化授業評価シートに
基づいた評価基準を
設定する。

３つの構造化について定義の共有化

３つの構造化における指導・支援チェックリスト

①一人１回研究授業で行った
構造化について振り返る

②指導・支援チェックリストに
当てはまる構造化を検討する

③学部でチェックリストに新た
に枠組みを追加したり，項目
を修正したりする
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構造化の評価規準を明確にした学習評価

江能分級版 指導法の構造化授業評価シート

第１回 一人１回研究授業
小学部第１・２学年１組（単一障害学級）６名
生活単元学習「学校たんけんしよう②」

■友だちや教師と一緒に，学校のいろいろな場所までの方向を示
す記号カードや言葉を使いながら学校探検をすることができる。

事前協議で検討

K児

やり方，見本等が書かれた手順書を授業内で提示する。

手順書をよりよくする

■手順書が情報過多にならないようにする。

■内容を焦点化した手順書にする。

■児童が理解して使えるものにする。

具体的な教師の手立て

Ｋ児に使用した手順書

「てくてくカード」

始点と終点をはっきりさせて，上
から下へと順番に方向カードを貼
ることができるようにした。

教師が黒い紙で情報を隠しなが
ら，今貼るべき箇所に注目できる
ようにした。

水色線で仕切り，１つの方向カー
ドを１つの枠内に貼ることを意識
できるようにした。

１

２

３

第１回一人１回研究授業のまとめ

K児の評価：S評価
■ 目的地（場所）カードを提示された段階で方向カ
ードを貼ることができ，それが正しい道順だったため。

(11名中11名)

・手順書に無駄な情報がなく洗
練されており，K児の実態に合
った指導法の構造化となって
いて有効であった。

・右，左，まっすぐ(直進)という３
つの方向から，もっと動きを細
分化して「右→進む→止まる→
左→…」と概念の形成を広げて
いくことにつながる今後の応用
も見据えることができる。

・情報過多にならないようにし
ていた黒い紙の支援が間に合
ってなかったので，数字や指差
しによる提示でも良かった。

令和３年度の研究の成果と課題

○ 児童生徒により適した指導・支援の積み重
ね，「指導・支援チェックリスト」を改善する。

○ ３つの構造化における指導・支援チェックリ
ストを用いて事前協議を行ったことにより，授
業評価を効果的に行うことができた。
⇒互いに客観的に研究授業の理解を深め，授
業者の内省を深めることができた。付けたい
力を付ける授業の推進に繋がっている。

成果

課題
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